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●LAP-WALL/SOLIDO typeM_LAPは、日本国内（全国）に適用します。
※グランネクスト（うろこ、ヒシ、サンド、シンプル）、カラーベスト（コロニアル遮熱グラッサ、コロニアルグラッサ等）を屋根材として使

用する場合は、適用地域が異なります。詳しくは「グランネクスト/カラーベスト設計施工マニュアル」の最新版を参照してください。

張り方 適用工法 適用商品

千鳥張り
・合板下地工法
・通気パネル工法

・ウッド　・ブリック　・フラット　・うろこ　・ヒシ　・サンド　・シンプル
・コロニアル（遮熱グラッサ、グラッサ、グラッサシャッフル）　・SOLIDO typeM_LAP

ストレート張り ・合板下地工法 ・フラット　・シンプル　・SOLIDO typeM_LAP

【1】適用範囲
2−1.設計基準
＜1＞適用地域

＜2＞適用商品・工法

●通気構法を標準とします。

外装材用下地材
胴縁（通気層）
透湿防水シート

断熱材

内装材

非透湿防水紙
外装材

防湿シート

＜3＞適用構法

構造用面材
透湿防水シート

断熱材

内装材

通気パネル
外装材

防湿シート

【合板下地工法】
●防水紙は、胴縁施工前に張る「透湿防水シート」と外装材用下地材施工後に張る「非透湿防水紙」の２種類を使用します。

【通気パネル工法】
●合板下地工法の「胴縁」「外装材下地材」「非透湿防水紙」を「通気パネル」で担う工法です。
●防水紙は、通気パネル施工前に張る「透湿防水シート」の１種類を使用します。

●鉄骨下地の場合は、非住宅専用構法として、木胴縁なしの直張構法も設定しています。直張構法とする場合は、下記事項に留意してください。
　①直張構法のため、瑕疵担保保険適用外となります。
　②壁構成が通気構法となっていませんので、躯体および下地材の内部結露対策等、建物の設計に十分留意してください。



43

安
全
上
の

ご
注
意

商
品
の
選
定

設
計
基
準
・

施
工
基
準

施
工
に

か
か
る
前
に

標
準
施
工
法

木
造
下
地
の

納
ま
り

鉄
骨
下
地
の

納
ま
り

施
工
部
材
の

施
工
方
法

工
事
管
理
・

維
持
管
理

防
耐
火
構
造
認
定

仕
様
概
要

参
考
資
料

●建物高さが16m以下の適用範囲です。
●建物高さが16mを超える場合、または施工高さが13ｍを超える場合は、44、45ページを参照してください。

項目

千鳥張り ストレート張り
合板下地工法

通気パネル工法 合板下地工法

充てん断熱工法 外張断熱工法 充てん断熱工法

通気構法 直張構法
（非住宅専用構法） 通気構法 通気構法 直張構法

（非住宅専用構法）

建築物
（下地）

木造建築物（軸組） ○ × ○※2 ○※1 ×

木造建築物（枠組） ○※2 × × × ×

鉄骨建築物 △※1、3 △※1、3 × ○※1 ○※1

建物高さ（H） 16m以下 13ｍ以下、
かつ3階建て以下 16m以下

外装材施工高さ（Z） 16m以下
（13m超は耐風補強工法必須） 13m以下 16m以下

（13m超は耐風補強工法必須）

層間変位
層間変形角は1/120以下

（層間変形角＝変位/高さ）

断熱材厚さ 75mm以下

外壁形状 外壁面が垂直かつ平面である外壁のみ※3

※1 開口部ノンシーリング（アルミジョイント納まり）は、使用できません。
※2 通気パネル工法での防耐火構造認定は取得していません。
※3 通気パネル工法は、鉄骨建築物の適用不可です。
※4 �次の外壁形状、部位、張り方等は適用不可です。 

・曲面形状　・軒が土台よりせり出す逆勾配形状　・傾斜面形状（屋根材としての適用商品・工法にて施工ください） 
・常時水や水蒸気がかかったり熱の影響を受ける場所・煙突や高温部が直接接触する部位　 
・乱張りや目地が揃うストレート張り（一部商品を除く）　・斜め張り　・外勾配笠木の取付け　・出寸法のないサッシ等の開口部

※なお、「建物高さ」「外装材施工高さ」は、それぞれ下記の高さを指します。
　・建物高さ（Ｈ）＝建築物の高さと軒の高さの平均
　・外装材施工高さ（Ｚ）＝地表面から外装材施工部分最上部までの高さ

変位

高さ

【1】適用範囲
2−1.設計基準
＜4＞適用建築物（建物高さ16m以下の場合）

軒
の
高
さ

建
物
高
さ（
H
）

建
築
物
の
高
さ

GL

外
装
材
施
工
高
さ（
Z）

建
物
高
さ（
H
）

GL
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【３-２】下地基準(通気パネル工法）
2−1.設計基準
＜1＞木造（充てん断熱工法）
●躯体の上に、構造用面材を取付けてから外装材用下地材（通気パネル）を取付けます。
●構造用面材と外装材用下地材の仕様は下表の通りです。 （単位 mm）

項目 下地基準

下地
（駆体）

構造 軸組

間隔 500 以下

構造用面材
仕様

外装材施工高さ 31m 以下 ①構造用合板 厚さ 9mm 以下
② OSB（JAS 構造用パネル） 厚さ 11mm 以上

外装材施工高さ
13m 以下

③構造用 MDF（JIS A 5905） 厚さ 9mm 以上
④構造用パーティクルボード（JIS A 5908） 厚さ 9mm 以上

留付仕様 各面材における耐力壁の留付け仕様（国交省告示等）に準じる

外装材用下地材

仕様 LAP-WALL 専用 通気パネル

留付仕様
（仮留め）

位置 5 本 / 枚
（目安：四隅と真ん中の円形凹部）

部材 φ 2.1 × L38 程度の釘

柱 間柱
構造用面材
透湿防水シート

通気パネル

外装材

スターター補助部材
（あり又はなし）

土台水切り50

釘φ2.1×L38程度
（留付け位置の目安：
四隅と真ん中の円形凹部）

通気パネル用
スレート固定釘

通気パネル
留付け位置

表面
（外装材施工側）

裏面
（通気層側）

●通気パネル 断面図

留付け位置
（円形凹部）

※通気パネルを施工する際、風で飛ばされないようにご留意ください。
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木造

下地（柱、間柱、構造用面材）、サッシ等の確認

土台水切りの取付け

透湿防水シートの施工

外装材用下地材（通気パネル）の施工

墨出し、割付け

先付けメタル役物（捨て水切り等）の施工

スターター、外装材本体の施工

後付け役物（ラップコーナー等）の施工

シーリングの施工

補修・点検

清掃、残材の処理

【1】施工手順
4.標準施工法
＜2＞通気パネル工法
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4.標準施工法
【6】外装材用下地材の施工

●通気パネル工法は、合板下地工法の「胴縁」「外装材下地材」「非透湿防水紙」を通気パネルで担う工法です。
●施工前に、通気パネル工法の下地基準に適合した「構造用面材」が施工されていることをご確認ください。 
（構造用面材で外装材の留付けを保持します。施工されていないと、外装材の固定ができません。）
●通気パネルの張り方は、突付けで「横張りまたは縦張り」で施工します。
●土台部は外装材下端の水切と吸気確保のために、土台水切りから30～35mm程度あけて施工します。
●通気パネルの留付けは、通気パネル表面にある円形凹部に、釘（φ2.1×L38程度）で5本程度（目安：四隅と真ん中）/枚を使用して仮留めし
ます。（釘打ち機で固定する際は、釘がパネルを貫通しないよう 事前に圧力の調整を行ってください。）

●最小寸法は50mmです。�
※50mm確保できない場合は、隣接するパネルで寸法調整を行い、50mm以上となるようにします。�
※出隅部で勝ち負けの納まりとなる場合等は、構造用面材に固定できる寸法を確保ください。（目安：75mm以上）

●通気パネルが欠けたりした場合は、防水テープで補修します。
●通気パネル施工後は、速やかに外装材を施工します。（紫外線の影響により、変色等のおそれがあります。）
●外装材の留付けは、通気パネル工法用 スレート固定釘55またはスレート固定ビス55を使用します。

＜2＞通気パネル工法の場合

柱 間柱
構造用面材
透湿防水シート

通気パネル

外装材

スターター補助部材
（あり又はなし）

土台水切り50

通気パネル工法用
スレート固定釘またはビス

通気パネル
留付け位置

表面
（外装材施工側）

出隅部
（通気パネル最小寸法）土台部

裏面
（通気層側）

●通気パネル 断面図

留付け位置
（円形凹部）

30
～
35

程
度

土台水切り

通気パネル

構造用面材

通気パネル
（負け側）

通気パネル
（勝ち側）

ステンレス釘
（φ2.1×L38程度）

留付け位置
（円形凹部）

目安：75mm以上

釘φ2.1×L38程度
（留付け位置の目安：
四隅と真ん中の円形凹部）

●通気パネルは保管時や輸送中に傷や欠け、ヘコミ等が入ることがありますが、施工上問題のない小さなものは、
そのままご使用ください。
●通気パネルに点荷重がかかるような行為（踏む・手をつく・重量物を置く等）は破損の原因となります。
●通気パネルの保管時、輸送や施工中に風などで飛散しないようご注意ください。
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【1】各部納まり断面図
5.木造下地の納まり
＜3＞木造（通気パネル工法）

土台部 土台部（スターター補助部材使用）

軒天部（シーリング） 軒天部（見切縁）

20

10～15

30～35

土台水切り50

スターター

通気パネル

透湿防水シート

外装材 

構造用面材

30 10

75

土台水切り50

スターター

通気パネル

透湿防水シート

外装材

構造用面材

スターター補助部材

通気パネル工法用
スレート固定釘

通気パネル工法用
スレート固定釘

通気パネル
透湿防水シート
構造用面材

リング釘65リング釘65

野縁

軒天井

ルーフキーパー

スペーサー
（外装材小幅物）

通気パネル工法用
スレート固定釘

ハット型ジョイナー（A片側タイプ）

シーリング
見切り縁

18
2以
下
10

18
2以
下

外装材

野縁

軒天井

リング釘65リング釘65

スペーサー
（外装材小幅物 ）
ルーフキーパー

通気パネル

透湿防水シート

構造用面材

通気パネル工法用
スレート固定釘

外装材
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【1】各部納まり断面図
5.木造下地の納まり
＜3＞木造（通気パネル工法）

出隅部（スマート出隅） 出隅部（ラップコーナー）

入隅部（シーリング） 入隅部（スマート入隅）

透湿防水シート

外装材

構造用面材

シーリング

通気パネル

スマート入隅

ハット型ジョイナー（片側タイプ）

透湿防水シート

外装材

構造用面材

通気パネル

入隅捨て水切り

通気パネル工法用
スレート固定釘

通気パネル工法用
スレート固定釘

スマート出隅
外装材 通気パネル

透湿防水シート
構造用面材

通気パネル工法用
スレート固定釘

外装材留付釘

フリーリッジ用けらば捨水切
受桟21×90

ラップコーナー

受桟18×45

外装材 通気パネル
透湿防水シート
構造用面材

通気パネル工法用
スレート固定釘

10
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【1】各部納まり断面図
5.木造下地の納まり
＜3＞木造（通気パネル工法）

開口部

シーリング
ハット型ジョイナー（片側タイプ）

ルーフキーパー

スペーサー（外装材小幅物）

両面防水テープ

シーリング
ハット型ジョイナー（片側タイプ）

リング釘65

外装材

通気パネル
透湿防水シート
構造用面材

通気パネル
透湿防水シート
構造用面材

通気パネル工法用
スレート固定釘

通気パネル工法用
スレート固定釘

両面防水テープ

ハット型ジョイナー
（片側タイプ）

シーリング
外装材

透湿防水シート
通気パネル

構造用面材

通気パネル工法用
スレート固定釘

両面防水テープ

10

10 10

10

縦断面

横断面
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リング釘45
（脳天釘打ち用）

80程度
150程度

接着剤：ルーフキーパー
（下の外装材の釘頭に）

スレーターズリッパーをガイド板と
して新しい外装材を差込む

切断された釘

釘
ネイルソーの刃

破損した外装材破損した外装材

段ボール等で養生

スレーターズ
ネイルソー

スレーターズリッパー
（すき間をあけるときに便利です）

破損した外装材

段ボール等で養生

手で突くか、ハンマーで叩き、
釘を浮かせる

スレーターズリッパー

破損した外装材

ハンマーで叩くか、手で
引っ張り、釘を引抜く

【5】メンテナンス方法
8－2.維持管理
＜1＞部分張替え方法
●外装材が破損した場合や、広範囲に汚れが付着した場合等は、外装材を部分的に差替えて補修します。
●差替えた外装材は、接着材とリング釘によって固定します。
●1段目、2段目の差替えは、差替えが出来る高さの外装材（目安：3段目）を引抜いてから、不具合のある部分まで剥がして交換してください。

破損した外装材の取外し
〈スレーターズリッパーを使用する場合〉 ●破損した外装材を留付けている釘を全て引抜き、取外します。�

※�通気パネル工法の場合、釘が長く引抜きづらいため、スレー
ターズネイルソーで釘を切断して取外します。

〈スレーターズネイルソーを使用する場合〉 ●破損した外装材を留付けている釘を全て切断し、取外します。

新しい外装材の固定方法
●�差込む部分の元になる外装材の釘頭部分に接着剤を付け、次に
新しく差込む外装材の釘穴部も接着剤で塞ぎ、差込みます。

●�差し込んだ外装材が落下しないように、リング釘45（脳天釘打
ち用）で固定します。

●�リング釘45（脳天釘打ち用）の留付けは、必ずドリルで先孔
（φ2mm程度）をあけてから行ってください。

●工具の使用に関しては、落下防止対策を行い、手が滑らないように注意してください。� �
落下・激突・転倒・けが等のおそれがあります。
●工具を使用する際は周辺の外装材を養生（段ボール等）し、傷つかないようにしてください。
●工具を外装材の間に差込んで使用する際、上に持上げないでください。
●工具を引抜く際は、防水紙を破らないようにしてください。

必ず守る
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【4-3】防火構造認定 ［通気パネル工法（千鳥張り）]
9.防耐火構造認定仕様概要
＜1＞木造・軸組構造（充てん断熱工法）
①認定番号一覧

認定番号 構造用面材 充てん断熱材 外張断熱材
PC030BE-4146（1）

あり
なし

なし
PC030BE-4146（2） あり

②構造概要図

③構成材仕様概要
※仕様内容は設計施工基準に合わせたものにしているため、認定仕様と一部異なるものがあります。
※仕様詳細については、認定書別添および本マニュアル記載内容を確認してください。

項目 仕様概要
構法（壁厚） 大壁、真壁（149mm以上）

外装材 LAP-WALL対応 全商品（ウッド、ブリック、フラット、うろこ、ヒシ、サンド、シンプル、コロニアル（遮熱グラッ
サ、グラッサ、グラッサシャッフル））、SOLIDO typeM_LAP

外装材用下地材 通気パネル
透湿防水紙 純正品同等品質のもの

構造用面材

（1）～（4）のいずれか
　（1）構造用合板 厚さ9mm以上
　（2）OSB（JAS構造用パネル） 厚さ11mm以上
　（3）構造用MDF（JIS A 5905） 厚さ9mm以上
　（4）構造用パーティクルボード（JIS A 5908） 厚さ9mm以上

充てん断熱材
（1）～（3）のいずれか
　（1）なし
　（2）グラスウール（厚さ：20mm以上、密度：10kg/m3以上）
　（3）ロックウール（厚さ：20mm以上、密度：10kg/m3以上）

柱 寸法：105mm×105mm以上
間柱 寸法：27mm×75mm以上、間隔：500mm以下

内装材 せっこうボードまたは強化せっこうボード（JIS A 6901）　厚さ12.5mm以上
構成材の留付け 「2. 設計基準・施工基準」および「4. 標準施工法」に準じて留付ける。

室外側

室内側

通気パネル
外装材

間柱
柱

内装材
充てん断熱材
（あり又はなし）

構造用面材
透湿防水シート


